
2023 年 3月 31 日 

北東北三県・北海道ソウル事務所だより（2023 年 3 月） 

報告者 職・氏名 所長 西岡忠大 

 

１ 事業活動の概要 

（１）観光関係 

・ホームページのアップデート、SNS への投稿 

当事務所のホームページにある４道県についての情報を随時更新しているほか、Facebook、インスタグラ

ムの投稿を行いました。WBC（ワールドベースボールクラシック）は韓国でも盛り上がりを見せ、大谷選手の知

名度がますます上がっています。こうした機をとらえて、大谷選手に関連する岩手県コンテンツをＳNＳで投稿

するなど工夫をしました。（崔代理対応）  

 

 （２）物産関係 

  ・ビジネス開拓支援事業 

主に輸入実績のある企業からの情報を収集し、該当の道県担当者へ情報提供しています。北海道の物産

販売会社 2社及び秋田県の物産販売会社 1社が来韓し、韓国の輸入会社等と商談を行うのにアテンドしまし

た。また、日本の商社が青森県と北海道の産品に関して行った韓国内でのセールスにアテンドしました。 （金

次長対応） 

 

 （３）その他 

  ・青森ファムツアー  

3 月 9 日～12 日の 3 泊 4 日の行程で旅行エージェント等 4 社を青森県に招へいして県内のホテル、観

光施設等を視察、体験するファムツアーを実施しました。今後、新たな旅行商品の造成・販売が期待されま

す。（張次長対応）  

 

・旅行エージェント訪問のアテンド  

  3 月 21 日北海道の上川町 DMC 大雪山ツアーズの韓国での旅行エージェント等企業訪問に随行しまし

た。今後、新たな旅行商品の造成・販売が期待されます。（張次長対応） 

 

・次期所長との事務引継 

3月 20日から 21日の日程で、次期ソウル事務所長となる北海道食産業振興課の佐藤雅代主査が来韓

し、事務引継を行いました。佐藤主査はこれまで民間企業での広報やマーケティングの業務に携わり、北

海道庁に入庁後は物産関係の業務を担当してきたとのことです。 

 

・ソウル事務所運営協議会の開催 

3 月にソウル事務所運営協議会が書面開催され、令和 4 年度の共同事業実績報告案及び決算見込案

が報告されたほか、令和 5年度の共同事業計画案及び予算執行計画案並びに共同雇用現地職員の任用

案等について提出され、3月 22 日に全会員から承認されました。 

 

 

 



２ 新型コロナウイルス感染症関係 

 （１）マスク着用義務解除 

韓国政府が新型コロナウイルス感染症対策として実施してきた公共交通機関と大型施設内にある薬局

でのマスク着用義務が 3 月 20 日に解除されました。公共交通機関でマスクなしで乗れるのは 2 年 5 か月

ぶりのこととなります。ただし、病院など医療機関と薬局、療養型病院など感染リスクの高い施設でのマス

ク着用義務は維持されます。 

 

（２）中国からの入国に関する水際対策 

韓国政府が新型コロナウイルスの水際対策として、中国からの渡航者に義務付けていた韓国到着後の

PCR 検査が 3 月 1 日で解除されたほか、入国前の防疫検査と検査結果のＱ―ＣＯＤＥへの事前登録が 3

月 11 日、廃止されました。また、同じく 3月 11 日には中国人への短期ビザ発給も再開しています。韓国政

府は「中国の新型コロナの感染状況が安定化したという判断による決定」と説明しています。 

 

３ 統計データ 

   韓国からの訪日外客数 

JNTO日本政府観光局が発表した韓国からの訪日外客

数は 2023 年 2月の速報値で約 56万 8千人と対前月比

ではほぼ横ばいとなっています。1月の春節による訪日客

増加の反動とも言われています。 

 

 

 

 

 

 

              （出典：日本政府観光局（JNTO）1、2 月の数値は推計値） 

４ トピック 

（１）2 月の韓国免税店売上大幅アップ 

韓国国内免税店の 2月の売上高は約 1兆 90億ウォン、と前月に比べ 36.7％増加しています。中国国民へ

の短期ビザ発給を再開し、中国国内の防疫措置が緩和されたことによるものとみられています。これから中国

の海外渡航の動きが本格化していくと思われます。 

 

（２）新海誠監督の「すずめの戸締り」週末の興行ランキング 3週首位 

 新海誠監督の映画「すずめの戸締り」が韓国内でも人気を博しており、スラムダンクに続く、日本のコンテン

ツの大ヒットとなっています。街の中のあちこちで、日本作品が大々的に広報されているのをみると、ノージャ

パン運動は完全に過去のものになったと思います。 

 

５ ご挨拶 

私が書く、最後の事務所だよりとなりました。渡航制限がなくなり、ノージャパン運動もなくなり、戦後最悪と言

われた日韓関係も改善の方向に向かっています。ここで、帰国するのは少し残念でありますが、次期所長には

ぜひご活躍いただきたいと思います。これまで支えていただいた多くの皆様に感謝申し上げます。 

(人) 


